
【注意事項】
• 3Dモデルの送付は視覚障害のある希望者を先着順で優先して取り組む予定です。その他希望者の方は可能な範

囲での対応となること、ご容赦ください。
• 会場の大阪市立自然史博物館は入館料300円が必要です。障害者手帳をお持ちの場合は、提示で介助者１名まで

無料で入館できます。
• 当日、台風など荒天が予想されるなど対面開催を見送りオンライン配信のみとする場合があります。その場合

は9月21日中にメールにてお知らせします。
• ウェブの申込フォームは、Googleアカウントでログインしていない状態で操作している場合などに、送信時に

認証を求められることがあるようです。この場合、画像の選択か聞き取った英語音声の入力が必要になります。
• 申込時に提供いただいた情報は、シンポジウムの実施に関わるやりとりと3Dモデルのニーズ分析やプロジェク

トの広報などのための統計的情報として利用します。 本シンポジウム実施のみでの利用を希望される方は、そ
の旨を備考としてお書き添えください。

• 当日は、主催者側でシンポジウムの撮影・録音を行う場合があります。 予めご承知おきください。

【参加申込】 締切：9月13日(日)
1. メールアドレス、2. 氏名、3. 所属（居住地、勤務先など任意）、
4. 対面参加とオンライン参加のいずれを希望するか を記載して

3d4sdgs+sympo13@gmail.com
宛メールでお願いします。あわせて、

5. このシンポジウムの情報をどこで知ったか、6. 視覚障害の有無
を教えていただけると参考になります。

９月21日(月)までに、お知らせいただいたメールアドレスへ、参加に
必要となるZoomのミーティング情報を送信します。

オンライン参加を希望される方には、シンポジウム当日に取り上げる
3Dモデルを予め郵送することを計画しています。 郵送を希望される
方は、前述の氏名・メールアドレス等に加えて
7. 送付先住所、電話番号 を、 9月7日(月)までにお知らせください。

対面参加を希望される視覚障害者の方で同行者がいらっしゃる方は、
8. 何名で参加予定か、また、
9. 最寄り駅での待ち合わせ希望(Osaka Metro御堂筋線⾧居駅集合、

12時45分博物館へ移動) についてもお知らせください。

ブラウザでの申込先 https://forms.gle/jQnmHkupd6UmDaq66

シンポジウム

「触れる鑑賞を当然のこととするために」
―3D4SDGsプロジェクト 第14回シンポジウム―

我々は2020年以来、3Dプリンタで製作した触って楽しめる模型を活用したシンポジウムを開催してき
ました。第14回となる今回のシンポジウムでは、科研費研究「合理的配慮としての視覚障害者鑑賞保証
を全博物館・全展示品規模で行うための実証研究」の開始にあわせて、博物館での触れる展示の一層の
進展のためのヒントを考えてみたいと思います。基調講演はこの分野の第一人者、国立民族学博物館の
広瀬 浩二郎さんです。

今回はこれまでのオンライン配信に加えて、大阪市立自然史博物館に対面会場を設けて、ハイブリッ
ド方式で開催します。このシンポジウムシリーズでは定番の3Dモデル事前郵送提供も準備しています。
（対面参加は当日会場での配布、オンライン参加の場合は事前郵送となります）。

2026年９月23日(水) 13:30-16:30 
参 加 費 ： 無料
開催形式： 対面とオンライン（Zoom）のハイブリッド
主 催： 大学入試センター 南谷和範研究室、大阪市立自然史博物館、

大阪公立大学 岩村雅一研究室、新潟大学 渡辺哲也研究室

対面会場： 大阪市立自然史博物館 講堂
住所・アクセス: 〒546-0034 大阪府大阪市東住吉区⾧居公園1-23

Osaka Metro御堂筋線「⾧居駅」3号出口または、JR阪和線「⾧居駅」から東へ徒歩約15分
https://maps.app.goo.gl/2EgEX9zcEz2wdFYj8

申込はこちら

趣旨説明
(南谷和範(大学入試センター))

13:30-
13:45

基調講演
(広瀬浩二郎(国立民族学博物館))

13:45-
14:30

休憩
14:30-
14:40

どの博物館のどんな展示物も
みんな触れるようにするには
いったいどうしたらいいのか？
(南谷和範)

14:40-
15:20

大阪市立自然史博物館における
触れる展示の取り組み
(石井陽子(大阪市立自然史博物館))

15:20-
15:50

休憩
15:50-
16:00

質疑応答
16:00-
16:20

情報コーナー、事務連絡
16:20-
16:30

(終了時刻は予定)

本シンポジウムは科研費研究(26H01924, 24H00162)、キヤノン財団「良き未来を拓く技術」、窓研究所研究助成
の補助により開催されます。


